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本研究では，教員間で授業ビデオを共有し，授業改善を可能にするオンラインプラットフォーム Video Enhanced 

Observation(VEO)を活⽤したオンライン教員研修プログラムの開発，および，⼤学院の教育実習でのチームコンサ
ルテーションに VEO を実装するための基礎研究を⾏った。VEO は，授業ビデオの中の重要な場⾯にタグを付与
するタギング(tagging)の機能を持ち，そのタグをめぐって授業者は，授業に対する理解を深めたり，改善点を検討
したりすることができる。 

本研究には，VEO 開発者，国際的にデジタルコーチングを展開する教師教育の専⾨家，本学教員に加え，⼩学
校で外国語・外国語活動の授業を担当する 2 名の教員が参加した。お⼆⼈の⼩学校教員は，⾃⾝の授業ビデオを
VEO に投稿し，教員研修の専⾨家とオンライン上で授業改善を⾏う取り組みを 3 ヶ⽉間実施した。やり取りの分
析や参加者からの聞き取りから，タギングされた場⾯をめぐって，専⾨家が指導助⾔し，授業者がそれに応答す
るやり取りが，その次の授業での改善に結びついていることが⽰唆された。本研究の成果を学校教育現場での教
員研修に応⽤することで，近年の校内研修が抱える課題の解決につながる他，本学の教職⼤学院における「教科
指導⼒向上実習」等に実装することで，効率的で対話的なチームコンサルテーションが実現できると考えられる。
⼀⽅，課題としては，タギングに⽤いるタグセットを教員のニーズに合わせて開発すること，教師の専⾨性向上
のためのコミュニケーションのあり⽅を検討することが挙げられた。 

 
1 研究の背景 

 校内研修・授業研究をめぐる状況 
わが国では，「授業研究」を中⼼とした校内で教師が⾃律的な研修を運営すること学校⽂化が根付いている（秋

⽥・ルイス，2008）。しかし，近年の教員の多忙化により，職能開発に割くことができる時間は，年々減少傾向に
ある。例えば，2018 年に実施された OECD の「国際教員指導環境調査」の結果をみると，⽇本の教師の 1週間あ
たりの仕事時間は，調査に参加した 48 の国と地域（初等教育は 15 の国と地域）中，最も⻑い（⼩学校 54.4時間，
中学校 56時間，参加国平均38.3時間）⼀⽅，教員研修を含めた「職能開発」（教員としての技能，知識，専⾨性
その他の資質を⾼めるための活動）に割くことができる時間は，⼩学校 0.7時間，中学校 0.6時間と参加国平均の
2.0時間を下回る。さらに，⽉に 1 回以上「専⾨性を⾼めるための勉強会に参加する」と回答した教員の割合は，
中学校で 5.9％，⼩学校で 15.3%と参加国・地域の平均 21％よりも低くなっている。ただし，⽇本の⼩中学校の
教員は，職能開発に対して⾼いニーズを持っており，調査対象となっているあらゆる項⽬（「担当教科等の分野の
指導法に関する能⼒」「担当教科等の分野に関する知識と理解」「特別な⽀援を要する児童⽣徒への指導」「個に応
じた学習⼿法」など）で他の参加国・地域の平均値を上回っている。 

職能開発に割くことができる時間が減少しているのは，教師の多忙化が⼤きな理由であろうが，⼤野 (2019)は，
校内研修の⼀環としての授業研究そのものに消極的な教員も増えているとしている。その理由として，①授業研
究は時間がかかる，②⼦どもたちが授業研究を通して成⻑している実感が持てない，③教員⾃⾝が授業研究を通
して⼒量が向上した実感を持てない，④理論の構築などが先⾏し，わかりやすい授業研究になっていない，⑤公
開授業のための授業研究になっている，⑥授業づくりの巧拙が指摘され，教員を勇気づけていない，⑦授業後の
事後検討会の⽣産性が低い(pp.18-19)ということを挙げている。 

上述した教員を取り巻く労働環境の悪化や教員が持っているニーズ，また，最近の授業研究が抱える課題から
⾔えることは，授業研究を通した校内研修は，教員の専⾨的な職能開発に重要であるが，何らかの⽅法で，校内



研修にかかる教員の労⼒を低くし，持続可能なやり⽅で，児童⽣徒の学習の向上に直接的に結びつくしくみを構
築することが必要ということである。 

 
 ⼤学院における実習とチームコンサルテーションの実施 

上記で述べた教員研修や授業研究をめぐる課題は，学校教育現場だけの問題でなく，本学の教職⼤学院で実施
される教育実習についても当てはまる。本学の教職⼤学院・教育⾼度化実践専攻では，2 年間で 10 単位の実習
（学校教育基盤実習・4単位，教科指導⼒向上実習・6単位）を連携協⼒校において実施する。これらの実習は，
⼤学指導教員，実習校の管理職，メンター（実習校で学⽣の指導にあたる教員）が緊密に連携して進めることに
なっており，例えば，「教科指導⼒向上実習」の場合，⼤学指導教員は，定期的に実習先の機関を訪問し，メンタ
ーと協議しながら，⼤学院⽣を指導する「チームコンサルテーション」の実施が求められている。また，学⽣は
週に⼀度，⼤学の指導教員と実習に関する省察を⾏う。チームコンサルテーションを軸とした教育実習の展開は，
教職⼤学院の柱の⼀つであるが，⼀⼈の⼤学教員が数名の学⽣の修学指導を担当した場合，実習校の管理職やメ
ンターと⽇程調整し，学校を定期的に訪問し，実効性のあるチームコンサルテーションの実施することは，それ
ほど容易ではない。そして，昨年度，今年度と新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌対策として，⼤学教員が実
習校を訪問することそのものが難しくなっている。このことから，筆者(吉⽥)は，オンラインを活⽤したチームコ
ンサルテーションを実施した。しかし，現在のところ，オンラインでのチームコンサルテーションは，関係者が
参加する「会議」にはなっているものの，学⽣の指導技術を向上させ，現場の問題解決を図るような「討議」の
場になるには，実際の学⽣の実習場⾯をリモートで共有するなど，さらなる⼯夫が必要であると感じている。 

 
 Video Enhanced Observation(VEO)開発の経緯 

本研究では，前節に掲げた課題を克服する⽅法として，VEO という授業改善，および，教師のパフォーマンス
の改善を⽀援するオンラインプラットフォームを導⼊し，新しい授業研究，授業改善の⽅法について検討する。 

VEO の開発の背景，概略は以下の通りである(詳細は，Haines & Miller, 2016; Batlle & Miller, 2017 を参照)。VEO
は，英国の VEO Inc.が開発したオンラインシステムである。会社⾃体は，本研究組織の⼀員である VEO Inc.最⾼
経営責任者 Paul Miller⽒が，協同設⽴者の Jon Haines⽒とともに，英国のニューキャッスル⼤学の資⾦援助を受
け，2015 年に設⽴した。VEO Inc.設⽴以前，Miller⽒は，教育コンサルタントとしてガーナやシエラレオネなど
⻄アフリカ地域の教員研修のコーディネートに携わっており，この地域の教育改善事業として，集合型の⼤規模
な伝達研修（カスケード型と呼ばれる）の開発にあたった。しかし，この⽅法では，学校の授業を変⾰するほど
の直接的効果がなかったため，改善策として，すぐれた授業事例を録画したビデオを⽤いて，学校や地域ごとに
研修を実施した。モデル授業のやり⽅を試したり，⾃らの授業を振り返る⽅法によって，研修効果が出始めたが，
この⽅法では，⻄アフリカという広⼤な地域に学校が点在する状況ではコストがかかり，広域での教育効果につ
なげるには⾄らなかった。 

⼀⽅，Haines⽒は，英国国内で教員研修にあたっていたが，管理職や研修トレーナーの観察・評価によるトッ
プダウン的な教員研修のやり⽅に課題を感じ，同僚同⼠での授業研究や授業者本⼈が授業を振り返って課題に気
付くといったやり⽅への転換を模索していた。その後，教育現場へのネットワークや ICT 機器の教育現場への導
⼊が急速に進む中，両者が経験した現場での問題を解決するやり⽅として VEO の最初の発想が⽣まれた。 

 
 VEO の基本的な機能 

VEO は，授業実践の経過をビデオ録画し，パフォーマンスの改善を⽀援するオンラインプラットフォームであ
る。授業を撮影し，コメントやマーキングする機能を持つアプリケーションはこれまでも存在した（例，刑部, 2019）
が，管⾒によれば，ビデオをオンラインで共有し，参加者が相互にタギングやコメントすることができる機能を
持つアプリケーションは，VEO の他⾒当たらない。以下，オンラインでの共有⽅法とタギングとについて概説す
る。 
  



（1） オンラインでのビデオの共有1 
プロジェクトに参画するユーザーは，Apple iPad にインストールされた VEOアプリで授業を撮影するか（図1

の Record をクリック），あるいは，あらかじめ iPad 付属のカメラアプリで撮影したビデオを VEO のポータルサ
イトに投稿する（図1 の VEO Portal をクリック）。VEOアプリで撮影した場合は，後で述べるタギングを撮影し
ながらリアルタイムで⾏うこととなる。VEOポータルは，ブラウザで表⽰され，投稿されたビデオは，ライブラ
リの中に保存される。保存されたビデオに対しては，事後にタギングをすることができる。ライブラリ内の任意
のビデオは，プロジェクト内のメンバーと共有することが可能で，これによって，1 つの授業ビデオに対して相
互にタギングしたり，コメントを共有したりすることが可能となる(図2)。 

 

図1 VEO の iPad ⽤アプリ 
 

図2 VEO を使ったビデオの共有とタギング，コメントの仕組み 
 
（2）タギング 

タギング(tagging)は，授業中の重要な場⾯に印を付け，後でその場⾯を呼び出すことができる機能である。タ
ギングは，あらかじめいくつかのタグをまとめた「タグセット」の中から選択して使⽤する。図3 では，「学習
者の動機づけ(Motivation)」というカテゴリーに含まれる「信頼関係の構築 (Creating rapport)」というタグセット
を⽰している（ビデオの右側に並ぶアイコン）。ビデオを再⽣しながら，アイコンをタップすると，タグが付与
される。タギングを終了し，ポータルに送信すると，図4 のようにタギングされた場⾯が時系列で表⽰される。
付与されたタグをタップすると，場⾯が瞬時に表⽰される。タグセットの詳細については，後述する。 

 
 
 
 



図3 VEO のタギング画⾯ 
 

図4 時系列に並べられたタグ 
 
2 研究の⽬的 

ここまで述べきたように，本研究は，学校教育現場での教員研修，および，⼤学での教育実習でのチームコン
サルテーションをめぐる課題を解決する⼿段として，授業改善のためのオンラインプラットフォーム VEO を導
⼊し，授業改善や教員の専⾨性の向上に資するかどうかを検討することを⽬的としている。特に，授業場⾯に付
与されたタグをめぐって，助⾔者と教員がどのようなやり取りを⾏い，次の授業改善につなげたか，また，教員
の多忙化が進む学校教育現場で教員研修や授業研究を推進するために，また，教職⼤学院での教育実習における
チームコンサルテーションを円滑にかつ効果的に実施するために，VEO がどのように貢献するかを検討する。 

 
3 研究の実施組織 

本研究は以下のような組織で実施した。 
 
× 吉⽥達弘（兵庫教育⼤学）…研究代表者・研究の総括，学校教育現場への VEO の導⼊ 
× Paul Miller（CEO, VEO Inc. UK)…本プロジェクトにあわせた VEO環境の設定，コンサルテーション 
× Christopher Sheen (Oxford University Press Turkey)…VEO を使ったオンラインコーチング 

タギングされた場⾯の
タイムスタンプ 

タグの名称 

場⾯に関する
コメント 



× 岸本周⼦（丹波篠⼭市⽴⻄紀⼩学校）…⼩学校の外国語科の授業での VEO の活⽤，授業改善 
× 伊藤 寧（三⽊市⽴緑が丘東⼩学校）…同上 
× 近藤暁⼦，鳴海智之（兵庫教育⼤学）…今後の VEO の活⽤に関する提案 

 
Miller⽒は，すでに述べたように VEO の開発者であり，VEO Inc.の最⾼経営責任者である。⾃⾝もこれまでヨ

ーロッパ，⻄アフリカ，北⽶など各地で VEO を使った実証研究や教育実践に携わってきた。研究代表者である
吉⽥は，2017 年から VEO を使⽤しているが，⽇本でのアーリーアダプターであり，かねてより Miller⽒とやり
取りを続けていたことから，本研究への参画をお願いし，VEO の設定や効果的な使⽤法についての助⾔をいただ
いた。Christopher Sheen⽒は，オックスフォード⼤学出版局トルコ⽀社で，教員研修や研修講座のコーディネータ
ーをしており，現在，VEO を使ったデジタルコーチングを各国で展開している。Miller⽒からの紹介を受け，本
研究へ参画いただき，実際に，お⼆⼈の⼩学校の教員のコーチングを⾏っていただいた。岸本周⼦教諭，伊藤寧
教諭は，県内の公⽴⼩学校に勤務しているが，このお⼆⼈の学校で実際に VEO を導⼊し，Sheen⽒のコーチング
の下，授業改善を⾏っていただいた。本学，近藤准教授，鳴海講師からは，今後の⼤学院での実習へVEO の導⼊
に際しての助⾔などをいただいた。 

 
4 研究 

 研究対象 
本研究の対象となったのは，丹波篠⼭市⽴⻄紀⼩学校で岸本教諭が担任を務める 6 年⽣の外国語科の授業と，
三⽊市⽴緑が丘東⼩学校で伊藤教諭が担任を務める 6 年⽣の外国語科の授業であった。今回，外国語科の授業を
対象としたのは，研究代表者である吉⽥の専⾨領域であり，研究協⼒を得やすいという理由があった。協⼒を依
頼したお⼆⼈の先⽣⽅は，それぞれの学校や⾃治体で外国語の教員研修をリードする⽴場にあり，ご⾃⾝の授業
の質を向上させたいという気持ちから，本研究へ参加を快諾して下さった。また，⼩学校の外国語教育について
は，これまでも各⾃治体で教員研修が重点的に⾏われてきており，授業改善に対する現場のニーズが強いため，
今回の取り組みがなじみやすいと考えた。Sheen⽒にはお⼆⼈の先⽣⽅に対して VEO を活⽤したデジタルコーチ
ングを実施していただいた2。 

 
 研究期間 

本研究は 2020 年 5 ⽉に採択されたが，4 ⽉に出された緊急事態宣⾔により学校が⼀時休校になったため，実際
の取り組みが予定よりも⼤幅に遅れた。8 ⽉になって，丹波篠⼭市⽴⻄紀⼩学校と三⽊市⽴緑が丘東⼩学校，そ
れぞれに研究協⼒の依頼を⾏い，学校⻑および岸本教諭，伊藤教諭より，参画の承諾を得た。9 ⽉末から両校で
VEO を導⼊した授業改善を開始し，12 ⽉初旬まで継続した。この間，岸本教諭，伊藤教諭には，20 分程度の授
業ビデオを 9 本撮影し，ポータルサイトにアップロードしていただき，Sheen⽒からコーチングを受けながら，
授業改善に取り組んでもらった3。 
 

 研究⽅法 
(1) デジタルコーチング 
デジタルコーチングは，現在，オックスフォード⼤学出版局トルコ⽀社が，Sheen⽒を中⼼に，アフリカ，中南
⽶，東南アジアで展開している⾔語教師研修のスタイルである。それまでの⾔語教師研修のプログラムでは，研
修指導者が研修参加者の授業を訪問し，それに対して評価的観察を⾏い，フィードバックするというやり⽅であ
った。しかし，このやり⽅は，どうしてもワンショットの研修となり，継続性が弱いこと，また，研修参加者の
⾏った授業に対して，指導者から評価的なフィードバックが与えられることが多く，授業者の評価に対する不安
が強く，⾃律性が育たないことなど，課題が多かった。 

Sheen⽒らは，こういった課題解決の⽅法として，VEO を活⽤したデジタルコーチングを開発した。Sheen⽒
によると，それまでの教師トレーニングと異なり，デジタルコーチングでは，研修期間中に複数のセッションを
⾏いながら継続的に取り組めること，また，ビデオを共有し，タギングしながら，具体的な場⾯に沿って教師の
専⾨的⼒量を⾼めることができるというメリットがある。ただし，⼀定期間，継続的に研修に取り組むため，研
修指導者と参加者との間には，良好な関係を構築することが求められる。実際，本研究で実施したデジタルコー
チングでも，Sheen ⽒は⼆名の⼩学校の教員に対して⼀⽅的な指導助⾔の提供とならないように，教師が⾃⾝の



授業の具体的な場⾯を振り返り，⾃律的に授業改善できるようプログラムを構成していた。 
（2）タグセット 
本研究では，オックスフォード⼤学出版局トルコ⽀社の許可を得て，Sheen ⽒がデジタルコーチングで活⽤し

ているタグセットを使⽤した。それらのタグセットのカテゴリーは，以下の通りである（巻末資料参照）。それぞ
れのカテゴリーの中に，複数のタグセットが内包されており，実際には，この中からタグセットを⼀つ選び，タ
ギングに使⽤する。 

 
1. 授業マネジメント(Classroom Management) 
2. 指導法(Methodology) 
3. 教師の発話スキル(Presentation Skills) 
4. 学習者の動機づけ(Motivation) 
5. 指導計画と教材(Lesson Planning & Materials) 
図4 本研究で使⽤したタグセットのカテゴリー 

 
例えば，「1. 授業マネジメント」には，以下のようなタグセットが含まれている。 

 
× 準備時間 (Timing)  
× ⿊板の使⽤ (Blackboard use) 
× グループ/ペアワークの編成 (Group/Pair work organisation) 
× 学習規律の維持 (Maintaining discipline) 
× 指⽰や理解度の確認 (Giving instructions and checking understanding) 
× 机間指導 (Monitoring) 

 
これらのタグセットのカテゴリーは，ヨーロッパの⾔語教育機関を認証評価する団体の⼀つである Eaquals 

(Evaluation and Accreditation of Quality Language Services)が提供する枠組み(TD Framework, Equals, 2016）をベースに
開発されている。TD Framework では，教師の専⾨的⼒量が 5 つの領域に整理され，それぞれで⽬指される教師の
専⾨性が 3 つの発達段階で記述されている。オックスフォード⼤学出版局トルコ⽀社が開発したタグセットは，
TD Framework に⽰される「授業における指導と⽀援」に関する項⽬を基盤としている。 

（3）授業ビデオ 
お⼆⼈の⼩学校の先⽣⽅には，9 ⽉末からほぼ毎週 1回のペースで，合計 9 本のビデオをポータルサイトに投

稿していただいた。45 分間の授業のうち，教師の指導や児童の⾔語活動が，特に活発であった場⾯を 15〜20 分
ほどにトリミングしたものが投稿された。短期間のうちに多くのビデオを投稿していただいたが，上で述べたデ
ジタルコーチングの⽬的にあわせて，9 本のうち，最初の 5 本については，Sheen⽒が授業に関するコメントや改
善点についてタギングし，コーチングを⾏い，授業者がそれに応答したり，次の授業での改善につなげるという
流れであった。また，6，7回⽬は，授業者が，タグセットの中からタグを選び，授業場⾯にタギングし，Sheen⽒
が，その場⾯に関するコーチングを⾏った。さらに，8回⽬については，岸本教諭，伊藤教諭が，投稿された相⼿
のビデオを視聴し，タギングをした。同僚同⼠でタギングし，協同的に授業改善に取り組む体験となった。第 9
回⽬に，もう⼀度，それぞれの教師が⾃らの授業にタギングを⾏い，Sheen ⽒によるコーチングを受けるという
やり⽅であった(表1)。 

 
回 内容 

第1〜5回 Sheen⽒による授業場⾯へのタギング・コーチング→授業者のコメント，次時での改善 
第6〜7回 授業者⾃⾝によるタギング(self-tagging)→Sheen⽒によるコメント・コーチング 
第8回 授業者相互でのタギング(peer-tagging)→Sheen⽒によるコメント・コーチング 
第9回 授業者⾃⾝によるタギング→Sheen⽒によるコメント・コーチング 

表1 デジタルコーチングの流れ 
 
 今回の取り組みの中で⽣じた課題として，Sheen ⽒のデジタルコーチングが英語を⽤いたタギングとコメント



となったために，⼩学校での英語授業を担当するお⼆⼈の先⽣⽅には，思いのほか負担が増してしまったことが
挙げられる。英語でテクストの読み取りと応答をお願いしたので，お⼆⼈の先⽣⽅の回答に時間がかかったり，
Sheen ⽒のコメントに対して，⼗分な応答ができなかったりした。そのような場合は，吉⽥が仲介役となり，や
り取りを継続させた。先⽣⽅への聞き取りからは，タギングされた場⾯での Sheen⽒のコメントに対する応答を
英語に翻訳し，投稿することは難しかったものの，付与されたタグをめぐる気づきがたくさんあり，上⼿く表現
できないもどかしさを感じたということであった。この点については，第9回のビデオの投稿が終わった後，Sheen
⽒の役割を吉⽥が引き継ぎ，お⼆⼈の先⽣⽅と⽇本語を介してやり取りを続けたが，お⼆⼈からは多くの応答が
あり，授業に対する洞察⼒が⾼まっていた。 
 
5 結果 
以下の図は，10 ⽉ 28⽇に実施された伊藤教諭の授業ビデオ（第 5回）である。この授業では，過去の表現に
関する学習が⾏われた。⼩学校での英語の授業では，新しく学ぶ表現形式が，場⾯の中で導⼊され，児童たちが
表現の意味を理解した後に，何度か⼝慣らしをし，実際に，児童たちがその表現を使ってやり取りをする活動を
⾏うことが多い。伊藤教諭の授業でもそのようなやり⽅を⼼がけていたが，児童が表現に慣れ親しむことに時間
を割くことが多く，表現の反復練習になってしまう傾向にあった。そこで，Sheen⽒からは，改善策として，児童
⾃⾝の気持ちを表現できる場⾯や，⽇常の場⾯を想定した中で表現の練習をすることが提案されていた。第5回
のビデオの中では，Sheen ⽒のコーチングに対して伊藤教諭が上⼿く答えている場⾯がみえる。図○右側のタグ
リストにある「表現の個⼈化(Personalization)」というタグ（⾚い点線で囲んだ部分）が付与された場⾯では，伊藤
教諭が，4 ⼈のグループ活動を設定し，「まず，⼆⼈で，What did you do last weekend?とインタビューして下さい。
その後，向きを変えて，インタビューをしてみよう」と⼦どもたちに指⽰を与え，お互いの経験を聞きあう活動
をおこなっている。 

 

図6 伊藤教諭が VEO に投稿したビデオと Sheen⽒が付与したタグ 
 
このタギングをめぐって Sheen⽒と伊藤教諭は，次のようなやり取りを⾏っている。Sheen⽒は，ビデオの 6

分 47秒から始まる場⾯に，「表現の個⼈化(Personalization)」というタグを付与し，「児童たちが，（⾃分⾃⾝に関
係するように）⾃分のたちの⽂脈の中で，めあてとなる表現を繰り返すのは良いことですね」(図7 2-3 ⾏⽬)と
記し，直後に，「学びの⽀援(Assists Learning)」というタギングにも⾔及している(6 ⾏⽬)。ここでは，児童たち
に練習をする時間を当てることが効果的な⼀⽅，1）活動を早く終えた児童が，参加し続けるにはどうしたらよ
いか，2）早く終わった児童には，友達にもう⼀度質問してみて，その答えをメモしておくように指⽰してみ
る，3）活動を早く終えた児童には，授業の終わりに，友達がどのように答えてくれたかを聞いてみる，などの
質問や助⾔をしている(6-10 ⾏⽬)。これに対して，伊藤教諭は，「早く終わった児童への対応を⼯夫してみま
す」と短く回答している(13 ⾏⽬)。 
  

 



 図7 第5回⽬のビデオをめぐる伊藤教諭と Sheen⽒のやり取り 
 

このようなやり取りは，短期的には⼩さな変化であるが，コーチングを通して授業者が⼩さな気づきを積み上
げていくことで，⻑期的には，⼤きな授業の変⾰に結びつく。Sheen⽒は，伊藤教諭の第 7回⽬のビデオに対し
て，次のようなコメントを残している。 
 

図8 第7回⽬のビデオに対する Sheen⽒のコメント 
 

(抄訳)…私がコーチングの中で助⾔していることを，伊藤先⽣が徐々に授業に取り⼊れて下さっているのがほ
んとうによく分かります。今回(7 回⽬)と初回の授業を⽐べてみると，児童たちがより⾔語を使って取り組も
うとしていることがはっきりと分かりますし，伊藤先⽣も児童たちが練習する機会を増やしていますね。この
事はとてもはげみになります。 

 
Sheen ⽒のコメントやコーチングで使⽤されている⾔葉に注⽬すると，授業者に対するポジティブな表現が多

⽤されている。また，コーチング後に教師の⾏動が変化している点や，教師のコメントの中に⾒られる変化への
気づきを称賛しているが，こういった⾔葉掛けは，授業をさらに改善していこうという教師の意欲につながる。
冒頭で Sheen⽒が述べていたように，これまでの観察評価という教員研修のやり⽅と異なり，コーチングにおい
ては，研修指導者と授業者が，良好な関係を気付きながら，専⾨性の発達を継続していくことが求められるが，
本研究においてもやり取りの分析から，Sheen ⽒と⼆⼈の授業者との間に良好な関係が築かれていたことが読み
取れた。この点は，教師教育に携わる⼤学教員が，学⽣や学校教育現場の教師とコミュニケーションを⾏うとき
に，⼼がけるべき重要な点である（この点については，6(2)で詳述する）。 
 
6 課題 
今後，VEO を活⽤した授業研究を学校教育現場での教員研修や，実習におけるチームコンサルテーションに実

装していくために検討すべき課題として，（1）教員のニーズに合わせたタグセットの開発，（2）教師の専⾨性向
上のためのコミュニケーションのあり⽅，の 2 点を挙げる。 
（1）タグセットの開発 

本研究では，オックスフォード⼤学出版局トルコ⽀社が⾃社のデジタルコーチングに使⽤するタグセットを活
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⽤した。しかし，研究に参画して下さったお⼆⼈の先⽣⽅からは，これらのタグの中には，普段の授業研究では，
あまり話題にしないタグも⼀部あり，とまどったという声が聞かれた。タグセットは，校種，教科，教職経験な
どに関わらず共通して設定できるものもあるが，授業研究を⾏うには，授業の⽂脈に合わせたタグセットを開発
していく必要がある。また，お⼆⼈の先⽣⽅からは，今回使⽤されたタグの多くが，教師⾏動に対して付与され
たので，授業中の児童⽣徒の活動や⾏動に注⽬したタグセットも検討する必要があるとの意⾒もいただいた。こ
のように授業の⽂脈を重視することは⼤切だが，過剰に⽂脈にあわせすぎるとその数だけタグセットが⽣成され，
学校や教師間での課題の共有や⽐較などがやりにくくなる。この点は，VEO 導⼊の際にもっとも検討が必要な課
題となる。さらに，タグセット作成後は，参加者間でタグセットやタグの意味について共通理解するセッション
を⾏い，タグを解釈したり，使⽤する際にブレがでないようにする必要がある。 

 
（2）教師の専⾨性向上のためのコミュニケーションのあり⽅ 

Sheen ⽒が指摘していたように，これまでの教員研修や授業研究では，公開された授業に対して，外部の専⾨
家や経験のある教師が評価的に指導することが多かった。しかし，授業者の気づきを促し，ひいては，専⾨性の
向上および児童⽣徒の学習の改善に⾄るような授業研究を⾏うには，授業者や参加者の⾃律性を⾼めていく必要
がある。VEO を活⽤するとやり取りの媒体は，対⾯コミュニケーションではなく，テクスト中⼼となるため，研
究に参加する者同⼠で，どのようなコミュニケーションを交わしていけば，教師の専⾨性の発達に貢献できるの
かについて，これまで以上に意識する必要がでてくる。このことは，教師教育に携わる⼤学教員やベテラン教師，
指導主事など⽇頃から指導助⾔をしている⽴場の者には強く当てはまる（⾃戒の念を込めて）4。この点で， Sheen
⽒がコーチングの中で展開していた⾔語使⽤はとても参考になる5。 

本研究は，コロナ禍の中実施し，学校教育現場での実践が，実質3 ヶ⽉という短期間であったこと，また，⼩
規模な取り組みであったことから，⼀般化して論じられるような⼗分なデータ収集や分析となっていない。しか
し，VEO 上のタグをめぐる Sheen⽒によるコーチングとお⼆⼈の先⽣のやり取り，また，岸本教諭，伊藤教諭か
らの聞き取りからは，VEO の活⽤によって，学校での校内研修や授業研究で⽣じている課題（1.1 参照）の解決
が可能であることが⽰唆された。例えば，⼤学教員と学校教育現場が協同的に授業研究を⾏う場合，学校のロケ
ーションによっては，講師依頼をすることが容易ではないが，オンラインでの授業研究を⾏うことで，場所の問
題がクリアされると同時に，タギングによって課題が焦点化されること(岸本教諭)，また，VEO 上でビデオを共
有することで，勤務終了後やすきま時間を使って振り返りや同僚とのやり取りを⾏うことが可能になり，「⼩さな
研修」を継続することができること(伊藤教諭)が挙げられていた。また，他の教員のモデルとなるすぐれた授業
を，授業者によるタグとともに共有すれば，授業者のねらいや児童⽣徒の学びが深まっている点などを焦点化し
ながら，授業研究が可能となるだろう。あわせて令和3 年度の⼤学院での教育実習では，実習校の承諾が得られ
れば，VEO を活⽤したチームコンサルテーションを試験的に実施し，本格的に教育実習に実装し，研究を継続し
たい。 
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巻末注 

 
1 VEO を利⽤するには，教育機関あるいはプロジェクト（以下，プロジェクト）単位で，有料の管理者アカ
ウントを取得し，プロジェクトに参画するユーザーには，その配下に個⼈アカウントが付与される。データ
取扱いのセキュリティについては，世界基準および各国・地域の基準に照らし合わせて厳格に⾏われている
(https://veo.co.uk/data-security-and-safeguarding/)。 
2 もちろん，VEO は，外国語以外の教科にも活⽤が可能で，学校教育以外にも，医学・看護などの専⾨的職
業の領域でも活⽤されている（VEO Inc.のウェブサイトを参照https://veo.co.uk/case-studies/）。 



 
3 なお，授業をビデオ撮影し，外部のポータルサイトに保存することから，両校の校⻑には，関係者のプライ
バシーの保護と情報セキュリティの遵守について説明し，⽂書での承諾を得た。 
4 同期的コミュニケーションになってしまうが，VEO と Zoom ミーティングなどのビデオ会議のシステムを
組み合わせることも検討する価値がある。 
5 吉⽥は，そのような授業研究のあり⽅を，「⼆⼈称的アプローチ」という形で議論している（吉⽥, 2020; 
Yoshida, 2020）。 
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巻末資料1 
 

オックスフォード大学出版局トルコ支社によるタグセット（Reflection on Needs）の日本語訳（吉田による）

（日本語訳及びその公開については，Sheen氏，オックスフォード大学出版局トルコ支社より承諾を得た。） 

 

 
 
 
  



巻末資料2 
 

本研究の成果発表は，2021 年 3月 29 日(月)〜4月2日(金)まで，動画公開という形態で開催した。本研究組

織のメンバーである吉田，Miller氏, Sheen氏, 岸本氏，伊藤氏の発表に加え，コメンテーターとして，関西大

学・今井裕之教授に登壇いただいた。公開期間中のサイトへの訪問者は96名であった。以下は成果発表会の開催

案内である。 

  

 

Video Enhanced Observation (VEO)は，授業改善や教員の力量形成を支援するデジ
タルシステムです。授業場面を録画し，そこに見られる教師の行動や発話，児童生徒の

学習にタグ付け(tagging)することで，授業改善につながる教師の気付きや発見，あるい
は，授業をめぐる同僚や教師教育者との対話を促進するのに役立ちます。

本研究では，小学校で外国語科の授業を担当する教員の協力を得て，VEOを活用した
オンラインでの授業改善および教員研修に関する基礎研究を実施しました。その成果

の一部を動画配信で公開いたします。皆様のご参加をお待ちしています。

■⽇時(公開期間)︓2021年3⽉29⽇(⽉)午後1時〜4⽉2⽇(⾦)午後5時
■開催⽅法︓動画公開による成果報告(⽇本語字幕付き）
■申込み⽅法︓下記のURLもしくはQRコードから申込みフォームにアクセスして
いただき，必要事項をご記⼊ください。後⽇，アクセス先URL等を送付させてい
ただきます。

■申込先URL: https://forms.gle/wS8PTH33cah58JqCA

令和２年度 兵庫教育⼤学「理論と実践の融合」に関する共同研究活動

VEO©を活⽤したオンライン教員研修
プログラム開発のための基礎研究
オンライン成果発表会
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